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(1)
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
環
境
に
や
さ
し
く
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
役
立
つ
枯
渇
し

な
い
資
源
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
村
地
域
に
あ
る
農
業

水
利
施
設
に
は
地
産
地
消
の
発
電
方

法
と
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
全
国
と
福
島
県
内
の
実
施
事

例
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

(2)
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

補
助
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
場
合
、

発
電
電
力
は
対
象
土
地
改
良
施
設
で

使
用
す
る
ほ
か
、
余
剰
電
力
の
売
電

収
入
に
つ
い
て
は
、
発
電
施
設
の
維

持
管
理
費
や
運
営
経
費
等
だ
け
で
な

く
、
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
土
地

改
良
施
設
全
体
の
維
持
管
理
費
に
も

充
当
で
き
る
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
整
備
に
よ
り
農
家
負
担
軽

減
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

(3)
課
題

小
水
力
発
電
の
導
入
は
、
概
略
設

計
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
と
段
階

的
に
設
計
を
進
め
て
い
き
、
計
画
の

具
体
化
と
と
も
に
電
気
事
業
法
、
河

川
法
等
の
諸
法
令
に
基
づ
く
必
要
な

協
議
や
申
請
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
大
き
な
障
壁
が
水
利
権

で
す
が
、
許
可
水
利
権
範
囲
内
の
従

属
発
電
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
間
で

水
利
使
用
の
担
保
、
費
用
負
担
な
ど

を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
手
続
き

を
簡
素
化
す
る
登
録
制
の
導
入
が
国

に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

(4)
今
後

平
成
24
年
度
よ
り
始

ま
っ
た
固
定
価
格
買
取

制
度
や
補
助
事
業
制
度

適
用
に
よ
り
、
発
電
施

設
の
建
設
費
用
軽
減
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
採

算
性
が
高
ま
り
、
導
入

の
可
能
性
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。

県
で
も
、
土
地
改
良

施
設
の
維
持
管
理
費
軽

減
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

農
業
水
利
施
設
を
対
象

と
し
た
可
能
性
調
査
を

推
進
し
、
市
町
村
、
土

地
改
良
区
と
情
報
を
共

有
し
、
小
水
力
発
電
の

導
入
に
繋
が
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
農
村
計
画
課
】

県
中
農
林
事
務
所
管
内
に
お
け
る

平
成
23
年
耕
地
災
害
等
の
復
旧
事
業

規
模
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
も

の
が
６
６
７
地
区
で
84
・
６
億
円
、

台
風
15
号
災
に
よ
る
も
の
が
２
１
３

地
区
で
６
億
円
に
及
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
そ
の
７
割
が
須
賀
川
市
に

集
中
し
て
お
り
、
市
は
、
国
や
他
県

か
ら
農
業
土
木
技
術
職
員
の
支
援
派

遣
を
受
け
て
復
旧
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
24
年
11
月
末
で
の
復
旧
状
況

は
、
震
災
が
２
３
４
地
区(

12
・
７
億

円)

、
台
風
災
で
31
地
区(

１
・
５
億

円)

が
完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
末
に

は
、
合
わ
せ
て
65
％(

59
・
３
億
円)

の
進
捗
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

藤
沼
湖
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
７
月
に
第
３
者
委
員
会
で
あ

る
「
福
島
県
藤
沼
ダ
ム
復
旧
委
員
会
」

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

「
決
壊
原
因
究
明
の
流
れ
を
く
み

安
全
へ
特
段
の
配
慮
を
す
る
」
こ
と
、

「
災
害
査
定
に
と
ら
わ
れ
ず
に
安
全

上
、
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
求
め
て

議
論
す
る
」
こ
と
が
復
旧
の
設
計
思

想
と
さ
れ
、
12
月
開
催
の
第
４
回
委

員
会
に
お
い
て
は
「
中
心
コ
ア
型
フ
ィ

ル
ダ
ム
」
と
す
る
基
本
断
面
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
築
堤
材
料

の
耐
震
性
に
つ
い
て
室
内
試
験
を
行
っ

て
３
・
11
地
震
動
に
対
す
る
耐
震
性

能
を
検
証
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
復
興
策
を
第
一
義
と

し
て
安
全
な
ダ
ム
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
皆
様
の
安
心
を
確
保
し

な
が
ら
、
１
日
で
も
早
く
復
旧
で
き

る
よ
う
関
係
者
一
同
、
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
県
中
農
林
事
務
所

農
村
整
備
部
】

２０１３年（平成２５年）１月１６日 第５５号

第 ５５ 号
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農

空

間

の

う

く

う

か

ん

農
業
用
施
設
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
の
取
組
み

ふ
く
し
ま
復
旧
便

―

県
内
か
ら
の
お
便
り

―

『
福
島
県
復
興
計
画
』
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
な
導
入
を
主
要
施
策
の
一
つ
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

今
号
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
農
業
用
水
利
施
設
を
活
用
し
た

「
小
水
力
発
電
」
を
紹
介
し
ま
す
。

県

中

【特集】

―

平
成
23
年
災
害
の

復
旧
に
向
け
て

―

表 小水力発電の実施事例

水路式発電方法の概要(イメージ)

ダム式発電方法の概要(イメージ)

新安積地区(水路式)
横軸フランシス水車

当
課
は
13
名
体
制
。
国
営
事
業
調

整
、
施
設
管
理
、
換
地
、
用
地
買
収

補
償
等
が
担
当
で
す
が
、
昨
今
は
、

土
地
改
良
施
設
を
「
造
っ
て
攻
め
る
」

か
ら
、
施
設
有
効
活
用
で
『
積
極
的

に
守
る
』
に
進
化
す
る
農
村
整
備
の

ハ
ブ
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
体
制
で
は
、
当
課

イ
メ
ー
ジ
を
「
堅
く
静
か
」
か
ら

『
柔
ら
か
く
賑
や
か
』
に
一
新
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
ま
だ
か
な
？

さ
て
、
今
年
度
か
ら
「
ふ
く
し
ま

水
土
里
の
防
災
力
ア
ッ
プ
運
動
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

大
震
災
の
教
訓
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

防
災
・
減
災
は
地
域
が
主
軸
で
あ
る

と
の
基
本
理
念
の
も
と
、
農
業
水
利

施
設
の
管
理
強
化
や
ダ
ム
・
た
め
池

の
耐
震
性
検
証
等
に
よ
り
、
新
た

な
時
代
に
対
応
す
る
農
村
地
域
の

防
災
力
向
上
を
目
指
す
福
島
県
独

自
の
取
組
で
す
。

こ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

既
に
各
地
域
で
は
、
た
め
池
等
が

万
が
一
決
壊
し
た
場
合
を
想
定
し

た
浸
水
区
域
図
の
作
成
を
契
機
に
、

防
災
意
識
の
向
上
や
ハ
ザ
ー
ド
の

再
認
識
、
自
主
防
災
体
制
の
構
築

な
ど
、
地
域
本
来
の
底
力
（
防
災

力
）
を
高
め
る
行
動
が
始
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

こ
の
取
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
、

当
課
及
び
農
林
事
務
所
を
ど
ん
ど

ん
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

福
島
県
関
係
各
課
の
紹
介

～
農

地

管

理

課
～

課
長菊

地

和
明農地管理課の皆さん

復旧した排水機場
台風15号により阿武隈川が決壊し、
排水機場が水没した（玉川村）

復旧委員会の調査状況
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小
川
江
筋
の
「
え
す
じ
」
は
皆
さ

え

す

じ

ん
に
と
っ
て
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。
江
筋
と
は
主
に
い

わ
き
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る
用
水
路

の
呼
称
で
す
。

歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
初
期
、

郡
奉
行

澤
村
勘
兵
衛
に
よ
り
開
削
さ

れ
ま
し
た
。
途
中
、
勘
兵
衛
は
妬
み

ね

た

な
ど
が
原
因
で
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
悲
し
ん
だ
農
民
た

ち
が
一
周
忌
に
念
仏
踊
り
で
供
養
を

し
た
の
が
い
わ
き
を
代
表
す
る
伝
統

芸
能
「
ぢ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
」
の

始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

取
水
堰
は
日
本
を
代
表
す
る
「
斜

せ

き

め
堰
」
で
吉
野
川
の
第
十
堰
、
筑
後

川
の
山
田
堰
と
比
較
さ
れ
構
造
的
に

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
自

然
の
流
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
造
ら

れ
た
堰
で
、
東
日
本
大
震
災
に
も
耐

え
、
こ
の
構
造
と
場
所
を
選
ん
だ
先

人
達
の
知
恵
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
水
路
は
延
長
約
26
キ
ロ
、

昭
和
33
年
か
ら
44
年
に
か
け
３
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
ま
し
た
。
古
い

と
こ
ろ
で
は
事
業
後
50
年
以
上
経
過

し
劣
化
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
事

業
で
改
修
を
行
な
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
事
業
の
性
格
上
、
水
路
の
更
新

で
は
な
く
、
機
能
回
復
を
目
的
と
し

た
、
水
路
の
断
面
修
復
工
事
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
長
期
的
、
継
続
的
な

改
修
を
行
え
る
事
業
を
切
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の

崩
落
事
故
に
よ
り
高
度
成
長
期
に
造

ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
問
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
適
切
な
公

共
事
業
へ
の
予
算
配
分
は
不
可
欠
だ

と
思
い
ま
す
。
小
川
江
筋
本
線
は

山
裾
の
高
い
位
置
を
流
れ
て
お
り
、

や

ま

す

そ

そ
の
下
に
は
多
く
の
民
家
、
学
校
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
山

林
の
開
発
に
よ
り
短
時
間
に
大
量
の

雨
水
が
水
路
に
流
れ
込
み
ま
す
。
夏

井
川
か
ら
の
取
水
を
停
止
し
て
も
越

水
を
す
る
箇
所
が
で
て
き
ま
す
。
江

筋
は
、
洪
水
か
ら
都
市
機
能
を
守
る

外
堀
の
よ
う
な
役
目
も
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
江
筋
は
市
民
約
10
万

人
分
の
水
道
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
震
災
の
際
で
も
、
大
事

な
水
源
を
守
れ
た
こ
と
は
非
常
に
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
面
的
機
能
を
地
域

住
民
の
方
々
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ

き
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
江
筋
の
言

葉
の
響
き
に
は

単
な
る
用
水
路

だ
け
で
は
な
く

人
々
の
生
活
感

も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で

あ

る

『
「
未
来
農
水
と
土
」
サ
ポ
ー
ト
』

の

（
代
表
：
吉
野
正
榮
さ
ん
）
の
取
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
団
体
の
会
員
は
、
福
島
県
や

水
土
里
ネ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
の
Ｏ
Ｂ

（
農
業
土
木
職
）
な
ど
が
中
心
で
す

が
、
さ
ら
に
民
間
企
業
の
職
員
や
農

業
者
も
参
加
し
て
お
り
、
農
村
環
境

の
保
全
や
環
境
保
全
型
農
業
、
農
村

と
都
市
の
交
流
促
進
な
ど
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
か
ら
21
年
に
か
け
て
は
、

郡
山
市
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、

無
化
学
肥
料
・
無
農
薬
栽
培
（
コ
ン

ポ
ス
ト
肥
料
を
施
用
）
で
ニ
ン
ジ
ン

や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
す

る
な
ど
、
環
境
に
優
し
い
農
業
を
実

践
し
て
お
り
、
収
穫
し
た
農
産
物
は
、

東
京
の
自
由
が
丘
で
の
イ
ベ
ン
ト
で

販
売
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
型

農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
組
み
ま
し
た
。

今
年
の
５
月
と
10
月
に
は
、
自
由
が

丘
の
「
あ
お
ぞ
ら
市
」
で
Ｊ
Ａ
東
西

し
ら
か
わ
の
風
評
被
害
に
対
す
る
農

産
物
販
売
へ
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
農
地
な

ど
の
放
射
能
汚
染
対
策
に
関
す
る
活

動
も
行
っ
て
お
り
、
平
成
24

年
は

「
代
掻
き
に
よ
る
土
中
セ
シ
ウ
ム
移

し

ろ

か

動
の
実
態
調
査
」
な
ど
に
取
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
が
広

が
り
、
そ
の
成
果
が
農
地
の
除
染
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農

業

総

合
セ
ン
タ
ー

の

中

西

誠

二
郎

専
門

研

究

員

が

発

表

し

た

論

文

が

農

業

農

村

工

学

会

東

北

支
部
第
54

回
研
究
発
表
会
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

受
賞
し
た
論
文
は
、
「
レ
ー
ザ
ー

ブ
ル
、
レ
ー
ザ
ー
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
用

い
た
水
田
の
放
射
性
物
質
の
除
去
技

術
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
証
実
験
の
結

果
を
も
と
に
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
放
射
性
物
質
の
除
去
方
法
や
実
際

の
施
工
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
等
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
研
究
の

成
果
は
、
福
島
県
の
「
農
作
物
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
対
策
に
係
る
除
染
及

び
技
術
対
策
指
針
」
（
２
０
１
２
・

３
策
定
）
に
お
い
て
、
農
用
地
の
除

染
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
、

現
場
で
の
除
染
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

２０１３年（平成２５年）１月１６日 第５５号

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
ご
ざ
い
ま
す
。

元
旦
の
太
平
洋
は
、

あ
の
日
、
あ
れ
ほ
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
と

は
、
と
て
も
思
え
な
い

ほ
ど
穏
や
か
で
し
た
。

南
相
馬
市
の
海
岸
に

は
、
初
日
の
出
を
見
る
た
め
に
多
く
の
方
が

訪
れ
、
中
に
は
、
避
難
先
か
ら
お
越
し
に
な

る
方
も
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

願
い
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
「
元
旦
の
早
起
き
」
が
苦
手
な
た

め
、
初
日
の
出
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
写
真
を
撮
る
た
め
、
静
か

に
大
晦
日
を
過
ご
し
、
初
め
て
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
、
着
実
に
復
旧
し
て
い
く
海

岸
を
初
日
の
出
と
と
も
に
撮
影
し
続
け
よ
う

と
心
に
誓
い
、
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

（
編
集
担
当

Ｙ
・
Ｍ
）

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

農
業
土
木
関
係
の
平
成
24
年
度
試

験
研
究
で
は
、
転
作
推
進
に
関
す
る

水
田
汎
用
化
技
術
実
証
の
た
め
の
、

大
豆
栽
培
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
そ
の
結
果
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。水

田
汎
用
化
の
た
め
に
、
排
水
特

性
が
良
好
で
作
物
の
生
育
に
必
要
な

地
下
水
位
を
一
定
に
保
持
で
き
る

「
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ｏ
Ｅ

Ａ
Ｓ
（

フ
ォ
ア
ス
）
」
を
導
入
し
て
、

大
豆(

県
奨
励
品
種
の
タ
チ
ナ
ガ
ハ)

の
生
育
の
比
較
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

生
育
の
状
況
は
、
図
１
の
よ
う
に

10
月
１
日
時
点
で
フ
ォ
ア
ス
区
が
対

照
区(

旧
暗
渠
排
水
工
の
み)

よ
り
草

丈
で
約
20
cm
大
き
く
、
根
長
も
長
く
、

サ
ヤ
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
収
量

調
査
（
坪
刈
に
よ
る
）
の
結
果
で
は
、

フ
ォ
ア
ス
区
が
、
整
粒
（
中
粒
７
・

３
mm
以
上
、
虫
害
、
裂
皮
等
被
害
粒

を
除
く
）
の
み
の
精
子
実
重
で
27
・

６
kg
／
ａ
（
品
質
１
等
中
）
、
対
照

区
は
、
18
・
４
kg
／
ａ
（
品
質
１
等

下
）
で
約
１
・
５
倍
と
な
り
ま
し
た
。

粒
径
分
布
は
図
２
の
と
お
り
、
フ
ォ

ア
ス
区
は
大
粒
が
多
い
傾
向
で
す
。

ま
た
本
年
の
夏
場
７
か
ら
８
月
の
雨

量
は
、
準
平
均(

２
０
０
１
か
ら
２
０

１
０
年)

の
雨
量
に
比
較
す
る
と
半
分

以
下
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
大
豆
ほ

場
で
は
、
２
回
か
ん
水
を
し
ま
し
た

が
、
フ
ォ
ア
ス
区
で
は
干
ば
つ
の
影

響
も
な
く
、
か
ん
水
は
不
要
で
省
力

的
な
栽
培
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

暗
渠
排
水
工
法
の
有
効
な
工
法
と
し

て
是
非
、
普
及
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
企
画
経
営
部

経
営
農
作
業
科
】

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

―
フ
ォ
ア
ス
（
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
の

実
証
試
験
【
続
報
】
―

ト

ピ

ッ

ク

ス

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

『

歴

史

と

江

筋

の

継

承

」

磐
城
小
川
江
筋
土
地
改
良
区

矢
吹

英
信
さ
ん

図－1 大豆成長の推移

図-２ 子実量の各区の比較

試験ほ場の状況（大豆）
(フォアス区の方が生育が良い）

○

農

村
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ラ

ン
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優

秀

賞

を

受

賞

！

秋田市での授賞式
初日の出

（南相馬市）

大豆の根の状況
（フォアス区の土塊が大きい） 清掃活動（山ノ入ダム）

放射能対策の調査

農産物の販売支援

現在の江筋源門

対照区 フォアス区

対照区 フォアス区


